
誰ちが自分らしく 生きられるまち

セクシコアルマイノリテイ（LGBTQ)

～わたしたちはここにいる～

自分のこころとからだの性に違和感がなく、異性が好きな人ばかりで

はありません。向性が好きな人、異性ち向性ち好きな人、自分のこころ

とからだの性に違和感を覚える人など、多様な性（LGBTQなど）が存

在します。

どのような性別の人を好きになるか（性的指向）や、自分の性をどの

ように認識しているか（性自認）を理由とする偏見や差別に苦しんでい

る人々がいます。こうした性的指向や性自認を理由とする偏見や差別を

なくし、多様な性（LGBTQなど）についての理解を深め、誰ちが自分

らしく生きられるまちにするために、みんなで考えて、できることから

はじめましょう。
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大和郡山市人権施策推進課
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異性愛者前提の苦痛や不安

T 

身体の性別に合わせる苦痛や苦労

自己否定や葛藤、将来への不安

「ホモI「おかまJr気持ち悪いJ
と言われた。

同性が好きだと気づいて
ショック！死んじやいたい！

ずっと自分は「変なんだ！」
と思っていた。

《課題と背量》・肯定する情報がないので、自分を受け入れにくい（＝自己否定）

・ありのままの自分を出しにくい

－モデルがなく将来への希望が持ちにくい

－助けを求めにくく孤立しやすい（アクセス困難）

・差別・偏見、いじめや暴力被害

・「男か女のどちらか」で異性愛前提の環境では不便や不利益が多い

・未成年の場合、圧倒的に情報量が不足している






